
上
が
っ
て
き
た
課
題
を
検

証。
さ
ら
に
、
情
報
化
施
工
に

使
わ
れ
て
い
る
電
子
基
準
点

の
高
度
佑
が
進
展
し
て
い
る

こ
と
や
、
3
次
元
オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
を
活
用
し
た
「
C
I
M
」

(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
@
一

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
@
モ
一

ヂ
リ
ン
グ
)
の
実
用
化
に
向

一
け
た
動
き
が
官
民
で
広
が
つ
一

回
年
度
か
ら
ロ
年
度
を
計
一
こ
の
中
で
「
ト
ー
タ
ル
ス
一
口
!
ル
(
M
C
)
技
術
」
一
次
期
戦
略
の
策
定
に
当
た
一
て
い
る
こ
と
な
ど
に
も
着
目
一

画
期
間
と
す
る
現
行
の
推
進
一
テ
l
シ
ョ
ン
(
T
S
)
に
よ
一
(
モ
i
タ
グ
レ
i
ダ
)
を
臼
一
つ
て
は
、
現
行
戦
略
な
ど
で
一
し
、
次
期
戦
略
の
具
体
化
を

戦
略
は
、
情
報
化
施
工
を
一
一
る
出
来
形
管
理
技
術
」
(
土
一
年
度
ま
で
に
一
般
佑
す
る
方
一
掲
げ
た
呂
標
の
達
成
状
混
一
進
め
て
い
く
D

般
化
す
る
た
め
の
目
標
や
方
一
工
)
や
、
「
マ
シ
ン
コ
ン
ト
一
針
を
打
ち
出
し
た
。
一
や
、
試
行
の
過
程
で
浮
か
び
一

策
を
示
し
て
い
る
。
一

そ

の

後

、

国

交

省

は

技

術

一

一

日

年

度

よ

り

2

1

0

件

増

え

一

で

前

一

年

度

よ

り

1

3

4

件

増

の

普

及

状

祝

な

ど

を

踏

ま

一

都

土

木

B
@
Cで
増
加
一
た
。
情
報
化
施
工
の
導
入
が
一
加
し
全
体
の
7
割
を
占
め
て

え

、

日

年

8

月

に

「

情

報

化

一

省

一

始

ま

っ

た

郎

年

度

(

百

件

)

一

い

る

o
m年
度
(
別
件
)
と

施
工
技
術
の
一
般
化
@
実
用
一
駁
刊
年
度
の
直
轄
工
事
情
報
化
施
工
一
と
出
ベ
る
と
7
6
倍
と
な
一
比
較
す
る
と
日
倍
以
上
も
増

他

の

推

進

に

つ

い

て

」

と

題

一

一

り

大

幅

に

増

え

て

い

る

。

施

一

え

た

。

す
る
通
達
を
地
方
整
備
局
な
一
国
土
交
通
省
の
調
査
に
よ
一
報
他
施
工
技
術
を
活
用
し
た
一
工
者
別
で
見
る
と
、
土
木
の
一
工
種
別
で
は
、
河
川
@
道

ど
に
送
付
。
一
る
と
、
2
0
1
1
年
度
に
情
一
直
轄
工
事
は
5
6
8
件
で
、
一
B
@
C
ラ
ン
ク
が
3
9
5
件
一
路
土
工
が
4
0
2
件
で
全
体

国
土
交
通
管
の
「
情
報
佑
施
工
推
進
会
議
」
(
委
員
長
@
建
山
和
由
立
命
館
大
学
教
授
)
は
7
自
、

I
C
T
(
情
報
通
信
技
術
)
を
活
用
し
て
生
産
性
や
品
質
の
向
上
を
目
指
す
「
情
報
化
施
工
」
の
普
及

@
拡
大
に
向
け
て
、
次
期
情
報
化
施
工
推
進
戦
略
の
具
体
的
な
検
討
に
着
手
し
た
。
対
象
工
種
や
技
術

の
拡
大
を
盛
り
込
む
こ
と
に
加
え
、
電
子
基
準
点
の
高
度
佑
や
国
内
外
で
の
動
向
を
踏
ま
え
情
報
化
施

工
の
方
向
性
を
明
確
化
す
る
考
え
。
ロ
月
に
素
案
を
一
万
し
議
論
を
深
め
た
上
で
、
2
0
1
3
年
3
月
に

次
期
戦
略
を
公
表
す
る
方
針
だ
。

開甲田-I!!!!.

の
7
，
割
。
凶
年
度
は
舗
装
工

で
の
活
用
が
最
も
多
か
っ
た

が、

ω年
度
以
降
は
河
川
匂

道
路
土
工
で
の
活
用
が
増
え

て
い
る
。
施
工
技
術
別
で
は
、
土
工

の
T
S
(
ト
ー
タ
ル
ス
テ
i

シ
ョ
ン
)
に
よ
る
出
来
形
管

理
が
3
7
2
件
で
最
多
。
関

年
度
実
績
の
V
H
@
3
倍
も
活

用
さ
れ
て
お
り
、
モ
ー
タ
ー

グ
レ
ー
ダ
ー
や
パ
ッ
ク
ホ
ウ

の
M
G
(
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン

ス
)
、
T
S
/
G
N
S
S

(
衛
星
航
法
)
締
固
め
と
い

っ
た
他
の
施
工
技
術
と
出
ベ

大
幅
に
伸
び
て
い
る
。

日
年
度
末
ま
で
に
完
成
し

た
情
報
佑
施
工
案
件
を
担
当

し
た
施
工
者
に
対
す
る
ア
ン

一ケ
l
ト
で
は
、
約
6
割
が
士

一
工
の
T
S
出
来
形
管
理
に
よ

一
り
「
従
来
と
出
ベ
て
効
率
化

一
し
た
」
と
回
答
。
出
来
形
帳

一
票
の
作
成
作
業
の
効
率
他
が

一
主
な
要
因
だ
。
さ
ら
に
、
3

↑
次
元
設
計
と
基
準
点
の
両
デ

一
!
タ
を
搭
載
し
て
い
る
た

一
め
、
丁
張
り
の
設
置
作
業
や

一
現
場
で
の
突
発
的
な
測
量
に

一
も
準
備
計
算
な
く
対
応
で
き

一
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
挙

一
げ
る
意
見
も
あ
っ
た
。
一
方

一
で
、
事
務
所
内
の
準
備
や
工
一

一
事
基
準
点
の
設
置
、
発
注
者

一
へ
の
提
出
資
料
に
つ
い
て

一
は
、
従
来
よ
り
非
効
率
に
な

一
る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

一
T
S
の
出
来
形
管
理
に
必

一
要
な
基
本
設
計
デ
l
タ
に
対

一
す
る
調
査
で
は
、
発
注
者
か

一
ら
提
供
さ
れ
た
デ
!
タ
を
修

一
正
し
な
い
と
利
用
で
き
な
い

一
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
が
分
か

一
っ
た
。
ま
た
、
発
注
者
が
2

一
次
元
図
面
と
基
本
設
計
デ
l

一
タ
の
両
方
を
提
供
す
る
と
確
一

認
隼
京
増
え
る
こ
と
や
、

施
工
者
が
基
本
設
計
デ
l
タ

を
作
成
し
て
も
手
間
が
か
か

ら
な
い
こ
と
を
確
認
。
こ
の

結
果
を
受
け
国
交
省
で
は
、

T
S
出
来
形
管
理
用
の
基
本

設
計
デ
i
タ
を
今
後
提
供
し

な
い
方
針
だ
。

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日干Ij工業
15.日本海事

【建設ICT]

1凶日経 2.朝 E
4.読売 5.岐阜
7.産経 &静岡
10.中部経済白漣通
13建設通信 14信濃毎日
16.建設工業
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